
8 月15 日(火)の｢ ご み の 収 集｣ ・

｢ し 尿 の く み 取 り｣ は お 休 み で す

圖環境業務課c366 ―7333

ごみは、分別方法を正しく守って、決められ

た曜日の午前8時34)分までに、決まったごみ集積

所に出しましょう。

※し尿のくみ取りが

必要な場合は、早

めに連絡してくだ

さい。

粗大ごみを出したい時は

粗大ごみ受付センターS391-0007 へ

受け付けは、月曜日から金曜日、午前8時30

分から午後5時（祝日、振替休日、年末年始を

除く）

人口と世帯　7月1日現在

人口

男

女

世帯

466,179 人 ［+  103

235,567 人 ［＋　201

230,612 人 ［＋　831

182,772 世帯［+  122 ］

囗

は
前
月
比

主な内容

開

場

日

時

月
～
金
曜
日
の
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
。

雨

天

等

に

よ

る

花

火

大

会

の

実

施

の

有

無

の

お

問

い

合

わ

せ

・
概

要

は

、

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

ａ

０

１

８

０

・

9
9
・
４

４

りヽ
リｏ

へ

展

示

品

を

購

入

す

る

に

は
・・・

ミ
ニ

リ
サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ

（
松
戸

市
再

生
品

展
示

場
）

で
再

生
木
製
品

を
購
入

す
る

に
は
、

ま
ず

実
際
に
展

示

場
で

品
物

を
見
学

す

る
こ
と
か
ら

始
ま
り

ま
す

。
そ
こ

で
気

に
入

っ
た

品

物

が
見
つ

か

っ
た

ら
、

そ

の
場
で

係
員

に
申
し
込

ん
で

く
だ

さ

い
。

抽
選

日
（
第
二

回

は
８
月
1
0日

困

）

ま
で

に
複
数

の
申
し

込
み

が
あ
っ
た

場

合
に
は
抽

選
を
行

い
、
当
選
者

に

は
当

選
通
知

を
郵

送
し
ま

す

。

当

選
し

た
人

は
、
通
知

を

持
っ
て

展
示

場
に
行

き

、
代

金

と
引

き
替
え

に
品

物

を
受

け
取

る
こ

と

が
で

き
ま

す

。な
お

、
運
搬

方
法

に
つ

い
て
は
各

自

で
手
配

を
お

願

い
し

ま
す

。

※
申
し
込

み

が
で
き

る
の

は
、
市
内

在
住

・
在
勤

・
在

学
の
人

と
な
り

ま
す

。

※
申

し

込

み

は

一

世

帯

一
点

に

限

り

ま

す

。

８
月
５
日
倒
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
、
松
戸
商
工
会
議
所

先
江

戸
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
松
戸
花
火
大
会
イ
ン
2
0

0
0
を
開
催
し
ま
す
。

松
戸
花
火
大
会
イ
ン
2
0
0
0

開
催

展

示

場
の

日

程

囗

第
二
回
抽
選
会

８
月
1
0
日
南
午
前
1
1
時
か
ら

●
第
三
回
展
示
開
始

８
月
2
2日
㈹
か
ら

囗

第
三
回
抽
選
会

1
0
月
５
日
南
（
予
定
）

●

第
四
回
展
示
開
始

1
0月
1
7日
㈹
か
ら

囗

第
四

回
抽
選
会

1
2
月
７
日
南
（
予
定
）

●

第
五
回
展
示
開
始

1
2月
1
9日
㈹
か
ら

口

第
五
回
抽

選
会

平
成
1
3年
２
月
８
日
南（

予
定

）

交 通 （ バ ス利 用 の 場 合 ）

松戸 駅 東口 から …新京 成 バス三

矢 小 台 行き で 、「 美 野里 ハ イタ

ウ ン 」下 車 徒歩9 分 ま たは 松戸

循 環 線で 「富士 見台」 下 車徒歩

13 分

松 戸 駅西口 から …京 成 バス高 塚

梨香台 また は 市川駅（国分 経由 ）

行 きで 、「 大橋 坂 下 」下 車徒 歩

9分

ー
ン
セ
ン
タ
ー
一

階
ロ
ビ
ー
）

※
購
入
の
申
し
込

み
も
こ
ち
ら
に
な

り
ま
す
。

市
で
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
木
製
品
類
（
た
ん
す
・
机
・

本
棚

な
ど
）
の
中
か

ら
、
ま
だ
使
え

る
も
の
を
再
生
し

、
希
望

す
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
販
売
し
て
い
ま
す

。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

。

展

示
会

場

松
戸
市
再
生
品
展
示
場

（
和
名
ケ

谷
一
三
四
九
の
二
　
和
名
ヶ
谷
ク
リ

お 盆 中 の 応 急, 歯 科 診 療 所

8月13日（日）～16日水の4日間は下表の歯科診療所を開

設します。

診 療日 受付時間 診 療 所 名 所在地 電話番号

8/13(1日)
昌
品
宍と

午ﾐﾔ
ｸ
）
首
で

橋本歯科医院 常盤平5-13-8 384-ﾜ266

14㈲ 平賀アンタルオフィス 常盤平1-22-5 388-3188

15㈲ とうない歯科 新松戸3づ８ 346  -3213

16≫ 小林歯科クリニック 根本13-5 364-1616

※受診する際は、あらかじめ医療機関へ確認してください。

固保健福祉課管理係登366-7482

ミニリサイクルプラザ

（松戸市再生品展示場）

8月は道路を守る月間です　　②

障害者ファクス通報に119番　　②

おはなしキャラバン　　　　　 ③

デザインにっぽんの水脈展 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦



き
れ
い
な
道
を
ま
も
る
の
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

8
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
で
す

皆
さ
ん
は

、
道
路
に
置
か
れ
て
い

る
も
の
が
邪
魔
に
な
っ
て
歩
き
づ

ら
か
っ
た
り
、
危
な
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

道
路
は
、
人
や
車
が
通
行
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
上

・
下
水
道
や

電

気
、
ガ
ス
な
ど
、
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
通
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
避
難

路
や
火
災
延
焼
の
遮
断
空
間

と

し
て
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

８
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
で
す

。
ま
た
、
８
月
1
0日

は
「
道

の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
は
私
た
ち
が
毎
日
使
う
、
み
ん
な
の
共
有
財
産
で
す
。
こ
の
機

会
に
み
ん
な
が
安
心
し
て
、
気
持
ち
よ
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
道
路

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

圖

建
設
総
務
課

晋
一
’一

・
7
3
5
7

こんな使い方は困ります！

こ
ん

な
使
い
方

は
困
り
ま

す

私

た
ち

の
周

り
に

は
、
左

上

の
イ

ラ

ス
ト

の
よ
う

に
、

ル

ー
ル

を
守

ら

な

い
た

め
に
、

道
路

を
狭

め
た
り

、

汚
し

た
り

し
て

い
る
光
景

が
見
ら

れ

ま

す
。
こ

れ
ら

は
、

歩
行
者

、
特

に

高

齢
者

や
障
害

者
な

ど

の
通

行

の
妨

げ
に
な

っ
て

い
ま
す

。
ま

た
、
非

常

時

に
は
緊

急
車
両

が
通

れ
な
い
な
ど
、

人

命
に

か
か

わ
る
よ

う

な
事
態
も

考

え

ら
れ

ま
す

。

こ

の
た
め

、
市
で

は
警

察
な

ど
と

協

力
し

て
、
定

期
的

に
道

路

パ
ト

ロ

ー
ル
を

実
施
し

、
不

法
使
用

を

な
く

す
よ
う

に
努

め
て

い
ま
す

。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
破
損
を
見
つ

け
た
ら

、
ご

連
絡
を

道
路

に
は

、
交
通

事
故

防
止

の
た

め
の
安

全
施

設

（
ガ
ー

ド
レ

ー
ル

・

カ

ー
ブ
ミ

ラ
ー

・
標
識
標
示

・
街

路

灯

等
）
が
多
く
設

置

さ
れ
て

い
ま
す

。

市

で
は

、
こ
れ

ら
の
安

全
施
設

の

点
検

・

パ
ト

ロ

ー
ル
を
行

っ
て

い
ま

す

が
、

い
た

ず
ら

や
事
故

な
ど

に
よ

り
、

破
損

さ
れ
た

ま
ま

に
な

っ
て

い

る

の
を
見

か
け
ま

す
。

そ

の
ま
ま

に
し

て
お
く

と

、
新
た

な
事
故

な

ど
の
原
因

に

も
な
り

ま
す

障害者ファクス(災害・救急) 通報は

ダイヤル119番

の
で
、
も
し
、
安
全
施
設
な
ど
を
事

故
に
よ
り
破
損
し
た
場
合
や
、
破
損

を
発
見
し
た
場
合
は
、
道
路
維
持
課

（

酋
莇
・
7
3
5
8

）
ま
で
ご
連
絡
を

お
願

い
し
ま
す
。

看
板
、
日

よ

け
の
設

置
は
許
可

が
必

要

で
す

道

路
は
皆
さ

ん
の
共
有
財
産
で
す

。

※占用料＝単価×面積

＜道路占用料単価＞

看板…表示面積1「Tiにつき年間8,500 円（注）

日除け…占用面積1ΓΥiにつき年間2,080 円

（注）看板については占用（表示）面積の25 ％が減免

されます。

障害者ファクスはダイヤル119 番で通報することｶ できます。今まで

ダイヤルしていだ章書者ファクス36E卜01  19は、中央消防署の電話番

号となっていますので、ご注意ください。

圖救急防災課指導係容363-1  11611363 ―1 137

【障 害 者 フ ァ ク ス119 番 の 流 れ 】

問い合わせ

ファクス

近くの病院、

教えてくだ

さい！

救急ファクス

病(けが) 人

です！

救急車を！

個
人

的
に

道
路

を
使
用

す

る
こ
と

は

原
則

と
し

て
で

き
ま
せ

ん

が
、
道
路

（
上
空
）
に
突
出
し
て
設
置
す
る
看
板

や
日

よ
け

類
な

ど
は

、
事
前

に
許
可

を
受

け
た

場
合

の
み

、
使
用

す

る
こ

と

が
で

き
ま
す

。

そ

の
際
に

は
設
置

基
準
（
左
図
）
を

満
た
し
た
上
で
、
道
路
（
土
地
）
の
使

用
の
対
価
と
し
て
占
用
料
（
※
）
が

必
要

と

な
り
ま

す
。蚤寄りの消防署に消

応車・救急車がいな

ｊ場合には ，要請者

宅に一番距離が近い

載両が出動します。

そ

の
七
十
七
　

平
成
1
1年
歯
科
疾
患
実
態
調
査

厚
生
省
が
六
年
ご
と
に
実
施
し

て
い
る
歯
科
疾
患
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
1
1
年
1
1
月
時
点
の
口

腔
内
状
態
は
、
六
年
前
よ
り
か
な

り
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
け
ま
し
た
。

八
十
歳
の
人
の
平
均
残
存
歯
数

は
、
平
成
五
年
の
調
査
で
は
推
定

五
・
九
三
本
で
あ
っ
た
の
が
、
今

回
の
調
査
で
は
八
・
二
一
本
と
か

な
り
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
十
歳
で
二
十
本
以
上
の
歯
が
あ

る
人
の
割
合
も
、
推
定
一
五
・
二

五
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
よ
り

四
・
四
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て
い
ま

す
。
八
〇
二
〇
（
は
ち
ま
る
に
い

ま
る
）
運
動
の
成
果
が
少
し
ず
つ

現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

小
児
期
の
う
触
有
病
者
も
大
幅
に

改
善
さ
れ
、
た
と
え
ば
十
二
歳
児

の
場
合
、
う
触
有
病
者
率
は
、
乳

歯
・
永
久
歯
を
含
め
て
七

丁

九

％
と
な
っ
て
お
り
、
六
年
前
よ
り

一
五
・
五
％
、
十
二
年
前
と
の
比

較
で
は
二
一
・
○
％
も
、
う
触
の

あ
る
者
の
割
合
が
減
っ
て
い
ま
す
。

喪
失
歯
（
抜
い
て
し
ま
っ
た
歯
）

の
数
は
、
永
久
歯
に
お
い
て
も
、

各
年
齢
と
も
前
回
調
査
と
比
較
し

て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
す
べ

て
の
年
齢
を
通
じ
た
一
人
平
均
Ｄ

Ｍ
Ｆ
（
虫
歯
、
喪
失
歯
、
治
療
済

み
の
歯
の
合
計
）
は
一
五
・
六
七

本
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
の
調
査

よ
り
〇
・
六
九
本
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
四
十
歳
未
満
ま
で
の
平
均

は
減
少
し
て
い
て
、
低
・
中
年
齢

層
で
の
永
久
歯
う
触
が
減
っ
て
い

る
こ

と

が
わ
か
り

ま
す

。
次

に
、

歯
肉

の
状
況

を
見

る
と

、
歯
肉

に

所
見

の

あ
る
人

は
全
体

の
七
二

・

八

八
％

と

な

っ
て

い
ま

す
。

歯
の
平
均

寿

命

が
最

も
長

い

の

は

、
男
性

で
は
下

顎

左
右

の
犬

歯

で

六
六

・
七
年

、
女
性

で
は
下

顎

右

側
犬
歯

で
六

六

・
二

年
と

い
う

結

果
に

な
っ
て

い
ま
す

。
ま

た
、

最

も
寿
命

が
短

い
歯

は
、
男
女

と

も
下

顎
左

側
第
二

大
臼

歯
で

、
男

性
五

〇

・
〇
年

、
女

性
四
九

・
四

年

で
、
最

を
寿

命

が
長

い
歯

と
短

い
歯
で

は
十
六

年
以

上
の
差

が
見

ら

れ
ま

す
。
し

か
し

、
年
次

推
移

で
見

る
と

、

い
ず
れ

の
歯

も
十
二

年

間
で
五

～
九

年
寿
命

が
延

び
て

い
ま
す

。

今
回

の
調
査

で
は

、
全
体

的
に

は
日

本
国

民

の
口
腔

内
の
状

況
に

改
善

が
見

ら

れ
る
も

の
の

、
十
代

後
半

に

か
け
て

の
う
触

有
病

者
率

は
依
然
と

し
て

増
加
し

て
お

り
、

歯

科
医
療

の
谷

間
と
言

わ

れ
る
こ

の
世
代

へ
の
歯

科
保

健
活
動

を
含

め
、
さ
ら

に

一
層
の
努

力

を
期
待

す

る
声

が
あ

か
っ
て

い
ま

す
。

（
松

戸
歯

科
医

師

会

）

歯
を
大
切
に

看板・日除け の設置基準など

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

災害ファクス

火事です！

消防車を！

市消防局指令管制室

※障害者ファクスは、すべて指令管制室に人リます。



★おはなしキャラバン～８月の公演スケジュール～★

みんな、おいでよ！

おはなし
キャラバン

みんな、楽しい夏休みを過ごしていますか？長

いお休みは、おはなしに親しむ良い機会です。た

くさんのおはなしを読んだり、聞いたりして、夏

の思い出の１ページとしませんか。

期EL 会　場　　　　 。， レツ …… …時ﾂ 間 斤 匸… …･゙､゙|，言ヽ づ 匸 二絵 ，本 プ ブブ ブト
丶丶-♂〃　丶 ♂♂

二　　 紙 芝 居 士…
…
…
… …

8/9 賍
古ヶ 畸市民センタ ー

図書館本館

午後2 時～2 時30 分

午後3 時30 分～4 時

どろにんぎよう

コーネリアス

きんのがちょう

ももたろう

10 雎

東部スポ ーツパーク

和名ヶ谷スポーツセン ター

ニ 十世紀が丘市民セン ター

矢切公民館

午前10 時～10 時30 分

午前11 時30 分～正午

午後2 時～2 時30 分

午後3 時30 分～4 時

どろにんぎょう

きつ ねのホイティ

どろにんぎょう

きつ ねのホイティ

きんのがちよう

ももたろう

きんのがちよう

どうや つてねるのかな

. 16W

言卜

新松戸市民センタ ー

新松戸市民センタ ー

小金北市民センタ ー

小金分館

午前10 時～10 時30 分

午前11 時30 分～正午

午後2 時～2 時30 分

午後3 時30 分～4 時

コーネリアス

じごく のそう べえ

さるとわに

コ ーネリアス

ももたろう

どう や つてねるのかな

シンデレ ラ

ももたろう

佰三 寸

１７ 團ｬ

ニﾄ 匸
、7 ゛IX゙;.ヾ?

六実市民センタ ー

六実市民センタ ー

五香市民センタ ー

常盤平市民センタ ー

午前10 時～10 時30 分

午前11 時30 分～正午

午後2 時～2 時30 分

午後3 時30 分～4 時

コーネリアス

じごくのそう べえ

さるとわに

コーネリアス

ももたろう

どうや つてねるのかな

シンデレ ラ

どうや つてねるのかな

・ ｛ ヾ
1,yt､､,, ，

ﾌﾟ18 斷

♂　　 心

二 ぶ に卜 ．

松飛台市民センタ ー

ハ柱市民センタ ー

稔台市民センタ ー

明 市民センタ ー

午前10 時～10 時30 分

午前11 時30 分～正午

午後2 時～2 時30 分

午後3 時30 分～4 時

きつ ねのホイティ

さるとわに

きつ ねのホイティ

さるとわに

ながぐ つをはいたねこ

きんのがちよう

ながぐ つをはいたねこ

きんのがちよう

万万言

呷 价

小金原市民センタ ー

ハケ崎市民センタ ー

馬橋東市民センタ ー

馬橋市民センタ ー

午前10 時～10 時30 分

午前11 時30 分～正午

午後2 時～2 時30 分

午後3 時30 分～4 時

どろにんぎよう

おうさまのみみはロバのみみ

どろにんぎよう

おうさまのみみはロバのみみ

ながぐ つをはいたねこ

コーネリアス

ながぐ つをはいたねこ

コーネリアス

23 ㈲ 、図 書館本館 午後3 時30 分～4 時 絵本「どろ にんぎ よう 」ほ か

24 嬾
森のホ ール21

4階レセプ ションホール
午後O 時50 分～3 時30 分 図書館と 半ヤラ バンのおはなし まつリ

26 肬） 坂川親水広場 午前10時30分～11時巧分 「川 に親し む親子のっ とい」でおはなしキ ャラバン 公演

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける「電話おはなしキャラバン」昔377-0000もご利用ください。

固市立図書館c365 ―引15

対象…3～9歳

費用…無料

｢おはなしフェスティバル2000｣

出演団 体、ボラン ティアを 募集

子 ども た ち に 絵 本 ・紙 芝 居 ・人 形 劇 な ど 「お はな し 」

をし てく れる 人 お よ び団 体 、また 当 日 、入 場 者 の お世 話

な ど の ボ ラン テ ィ アを し てく れ る 人 を 募 集し ま す 。

フ ェ ス テ ィ バ ル日 時11 月１１日 出 午 後1 ㈲～3 ㈲30 分 ・

12 日日 午 前11 時～ 午 後3 時30 分　 会 場 青 少年 会 館

圉9 月５日（火）〔必着 〕 ま で に 、往 復 ハガ キ に 「出 演 団 体 」

また は 「ボ ラン テ ィ ア スタ ッ フ 」 の 別 、団 体名 ま たは 氏

名 、連絡 先（代 表 者名 ・住 所 ・電 話 番 号 ）、職 業 、フ ェ ス

テ ィ バ ル に 参力［］経 験 の 有無､ 出 演 団 体 は 出 演 希望 日を 記

入して、〒270-0035松戸市新松戸南2の2　拊松戸市

お は なし キ ャラ バン 「お は なし フ ェ ス テ ィ バ ル」 係（登

344-3037) へ

お
は
な
し
技
術
講
座

「
演
じ
て
み
よ
う

人
形
劇
」

９

月
９
日

出

・
1
6日

出
午

後
１
時

3
0分

～
４

時
3
0分

会
場

締

松
戸
市

お

は
な
し

キ
ャ

ラ

バ
ン
事
業

所

内

容
人
形

劇

「
お
お

き
な

か
ぶ
」

の
人

形

を
使

っ
て
基

本
操
作

を
習

得

定

員
先
着
三
十
人
　
費
用
九
百
五
十
円

（
テ
キ

ス
ト

・
脚
本

代
）

匣

９
月

１
日

蚩

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・
職

業

・
受

講

希
望

の
理
由
を

記
入

し

て
、

〒
2
7
0
1
0
0
3
5
松
戸

市

新
松
戸

南
二

の
二
　

㈱

松

戸
市
お

は

な
し

キ
ャ

ラ
バ
ン

（｛
一一
ｍ
一
・
3
0

3
7

｝
　へ

(昨年の人形 劇講座から)人形 劇に挑戦！

昨年 のおはなしフェスティバル

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

を

手
当

を
受

け
る
こ

と

が
で
き

る
人

は
、
次

の
各

号
に
該

当
す

る
十
八

歳

に
達

す
る
日

以
後

の
最
初

の
３
月
3
1

日

ま

で
の
間

に
あ

る
児
童

（
障
害

児

は
二
十

歳
未

満
）

を
監
護

し
て

い
る

母

、
ま

た

は
母

に

か
わ
り

、
児
童

を

養
育
し

て

い
る
人
（
養
育

者
）
で

す
。

①

父
母

が
離

婚
後

、
父

と

一
緒

に

生
活
を
し

て
い
な

い
②

父

が
死
亡

後
、

公

的
年
金

を
受
給

し
て

い
な

い
③

父

が
重
度

（
一
級
程

度

）
の
障
害

に
あ

る
④
父

の
生
死

が
明
ら

か
で

な

い
⑤

父

か
ら
引

き
続

き
一
年

以
上
遺

棄

さ

れ
て
い
る
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き

続

き

一
年

以
上

拘
禁

さ
れ
て

い
る

⑦

未

婚
の
母

の
子

で
、
父

と

一
緒
に
生

活

を
し

て

い
な

い
児
童

次
の
場
合
は
、
手
当
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

①
対
象

児
童
が
、
母

の
配

偶
者
（
内

縁

関
係

等
を
含

む
）

に
養
育

さ

れ
て

い
る
②
対
象
児

重
の
母
（
養
育
者
）
が
、

国
民
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

・
厚
生

年
金
等

公
的

年

金
を
受
け

ら

れ
る
③

昭
和
6
0
年

８
月
１
日

以

降
に

手

当

の
支
給

要
件
に

該
当

し
て
か

ら

五
年

を
経
過

し
て
も

手
当

の
請

求
を

し

な
か

っ
た

と
き
等

※
所

得
に
よ

っ
て
手

当

の
支
給

が
制

限

、
ま
た

は
停
止

さ
れ
る
こ
と

が

あ
り
ま

す
。

圖
児

童
福

祉
課
給

付
係

昔
3
6
6
・
７
３

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

児

童

扶

養

手

当

現

況

届

の

提

出

を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
人
に
は
ヽ
今
月

上
旬
に
現
況
届
（
更
新
手
続
き
）
の

用

紙

を

送

り

ま

す

。

こ

の

届

け

出

が

な

い

と

、

８

月

分

以

降

の

手

当

が
受

け

ら

れ

ま

せ

ん

の

で

ご

注

意

く

だ

さ

い

。提
出
期
間
８
月
1
1
日
金
～
９
月
1
1

日

囲

圓

児

童

扶

養

手

当

―
児

童

福

祉

課

給

付

係

容
3
6
6・
７

３

４

７

、

特

別

児

童

扶

養

手

当

＝
障

害

備
祉

課

給

付

係

登

3
6
6・
7
3
4
8

児

童

扶
養

手

当

８

月
期

分
を

支

給
し

ま
す

８
月
1
1
日
金
か
ら
郵
便
局
・
銀
行

で
８
月
期
（
４
～
７
月
分
）
の
手
当

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

圜
児
童
福
祉
課
給
付
係

登
3
6
6
・
７
３

遺

児

手

当

の

申

請

を

対
象
市
内
在
住
で
、
父
母
の
一
方

ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童
（
中

学

校

卒

業

ま

で

）

を

扶

養

し

て

い
る

人
申
請
に
必
要
な
も
の
①
認
め
印

②

一

ヵ

月

以

内

に

発

行

さ

れ

た

世

帯

全

員

の

住

民

票

（
本

籍

等

す

べ

て

記

載

さ

れ

た

も

の

）

ま

た

は

外

国

人

登

録

原

票

記

載

事

項

証

明

書

③

一

ヵ

月

以

内

に

発

行

さ

れ

た

申

請

者

と

遺

児

記

載

の

戸

籍

謄

杢

ぶ
申

請

者

名

義

の

預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）
の
表

紙

の

コ

ピ

ー

※

随

時

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

手

当

は

申

請

の

翌

月

か

ら

支

給

。

現

在

受

給

し

て

い

る

人

は

手

続

き

は

不

要

で

す

。

遺

児

手

当

８

月

期

分

を

支

給

し

ま

す遺

児

手

当

の

８

月

期

分

（
４

～

７

月

分

）
を

８

月
1
0
日

困

以

降

に

受

給

者

の

指

定

口

座

に

振

り

込

み

ま

す

。

支

給

額

（
児

童

一

人

に

つ

き

）

片

親

と

死

別

＝
月

額

五

千

五

百

円

、

両

親

と

死

別

＝
月

額

一
万

五

百

円

（
８

月

・
1
2
月

・
４

月

の

年

三

回

支

給

）

圜

児

童

福

祉

課

給

付

係

容
3
6
6・
７

３

原

爆

投

下

日

に

は

慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭
和
2
0
年
８
月
６
日
午
前
8
時
1
5

分
広
島
に
、
９
日
午
前
1
1
時
2
分
長

崎

に

原

子

爆

弾

が

投
下

さ

れ

て

か

ら

、

今

年

で

五

十

五

年

に

な

り

ま

す

。

死

没

者

の

め

い

福

と

世

界

の
平

和

を

祈

り

、

各

職

場

や

家

庭

で

一

分

間

の

黙

と

う

を

し

ま

し

ょ

う

。

固
総
務
企
画
本
部
総
務
課
昔
屁
・
７
３
０
５

市 川 松 戸 有 料 道 路 無 料 化 に

伴 う 交 差 点 改 良 工 事

市 川 松 戸 有 料 道 路は 、10 月1 日（日）か ら無 料と な り ま す。

無 料 化 に 伴う 交 差 点改 良 工 事 （ 通行 は 可 能 ）を 次 の と お

リ 実 施し ま す 。工 事 期 間中 は 、ご 協 力 を お 願 いし ま す 。

◆ 工 事 場 所 … 一 般県 道 松戸 原木 線　 市 川 市 大 野 町 地 先

（市川 松 戸 有 料 道 路

料 金 所 部 交 差 点 ）

◆ 工 事 期 間 …9 月1 日　　　

銜 ～ 平 成13 年2 月11

日日 （予 定 ）　

◆ 工 事 内 容 … 市 川 松　

戸 有 料 道 路 料 金 所 施　　

設の改良工事

圖 千 葉 県 道 路 公 社

登o ∠1卜222-81 引

葛

飾

納

涼

花

火

大

会

に

伴

う

交

通

規

制

第
三

十
四

回
葛

飾
納

涼
花
火
大

会

の
開
催
に
伴

い
、
矢

切
付

近
の

江

戸
川
の
土
手
沿

い
の
道
は
、
８

月

８
日

㈹
午
後
６
時
～

８
時
3
0分

の
間
、

一
方

通
行

に

な
り

ま
す

。

市

川
市

側
か
ら
は

通
り

抜
け
で
き

ま
せ

ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

朧

葛
飾
納
涼
花
火

大
会

実
行
委
員

会
事
務
局
（
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し

か
内
）

公
0
3・
３
８
３
８

・
５
５



「 博物誌」ポスタ ー(1965 年）

デザイン大橋正

観覧料　一般400  (320)円、高・大生200  (120)円、yjヽ・中学生120  (60)円

※常設展とは別料金。(　) 内は20人以上の団体料金、第2・4土曜

｡｡＝｡ 、　 日は小・中学生の観覧が無料になりますＯ　　　　　　　　　ｊ

白
井
聖
地
公
園
臨
時
バ
ス
を

千
葉
大
学
工
学
部
の
前
身
で
あ
る
東
京
高
等

工
芸

学
校
は

、
大
正
１０

年
に
創
設
さ

れ
た
日
本

初
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
養
成
機
関
で
し
た
。
こ
の
学

校
は

、
終

戦
直
後
か
ら
二
十
年
間

、
松
戸
市
岩

瀬
（
現

在
の
中
央
公

園
）
に
校
舎
を
構
え
て
い

ま
し

た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
れ
に
ち
な
み
、
東

京
高
等
工

芸
学
校
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

地
域
美
術
史
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
調

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を

も
と
に
、

日
本
の
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン

復
興

◆
工
芸
指
導
所
の
光
芒
◆

昭
和

３
年

（
一
九
二
八

）
に
発

足

し
た
工
芸
指
導
所
（
昭
和
2
7
年
に
産

業
工

芸

試
験
所

と
改

称
）

は
、
日

本

で
最
初

の
全

国
的

な

デ
ザ
イ
ン

指
導

機
関
で
し
た
。
こ
こ
で
多
く
の
東
京

高
等
工

芸
学

校
卒

業
生

が
、
ス

タ
ッ

フ
と

し
て
実

験
的

な

デ
ザ
イ
ン
活

動

を
展

開
し

て

い
ま
し

た

。

◆

デ

ザ

イ
ン

復

興
す

◆

昭
和
2
1年

（
一
九
四
六
）
の
進
駐

軍
住
宅
の
家
具
受
注
に
よ
っ
て
、
日

本
の

デ
ザ
イ
ン
界
は
モ
ダ
ン
・
デ
ザ

イ
ン
家
具
の
本
格

的
大

量
生

産
を
体

験
し

、
昭
和
2
5
年

（
一
九

五
〇
）
の
朝

鮮
戦

争
を

契
機
と

す

る
経
済

復
興
に

つ
れ
て
、

政
治
的

経
済

的
結

び

つ
き

を
深

め
て

い

っ
た

ア
メ
リ
カ

合
衆
国

の
デ
ザ
イ

ン
を
目

標
と

し
て

歩
み
始

め
ま

し
た

。

左「トランジスタラジオTR714 」(1959 年）

右「トランジスタラジオTR55 」(1955 年）

デザイン（左）棗藤正（右）山本孝造

と
く
に
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
独

立
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
工
業
製
品
と
そ

平
成
８
年
に
「
デ
ザ
イ
ン
の
要
覧
時
代
」
展
ヽ
平
成

１０
年
に
「
視
覚
の
昭
和
　

一
九
三

〇
～
四
〇
年
代
」

展
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
こ

れ
ら
に
引
き
続
き
、
戦

前
に
種
子
の
ま
か
れ
た
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
が
敗
戦

復
興
の
中
か
ら
立
ち
上

が
り
、
や
が
て
世
界
に
大
き

く
日
本
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
羽

ば
た
い
て
い
っ
た
高
度

成
長
期

か
ら
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
に
至

る
ま
で

の
道
程
を
検
証
し
ま
す
。

圖
社
会

教
育
課
美
術
館
準
備
室
ａ
3
6
6
7
4
6
3

の
流
通
に
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
を
提
示

し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
け
ん
引

し
た
の
が
、
伊
藤
憲
治
・
大
橋
正
・

剣
持
勇
・
豊
口
克
平
・
佐
々
木
達
三

・
渡
辺
力
・
皆
川
正
と
い
っ

た
、
東
京
高

等
工
芸
学
校

の
戦
前
の
卒

業
生
た
ち
で

し
た
。

彼
ら
は
戦

後
に
至
っ
て

初
め
て
自
ら

の
思

い
描
く

理
想
に
沿
っ

て
十
二
分
に

そ
の
手
腕
を
ふ
る
う

場
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
か
ら
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ

ザ
イ
ン
に
至
る
ま
で
、
戦
前
よ
り

は
る
か
に
幅
広
い
分
野
で
存
分
に

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

運

行
日
・
：
８
月
1
3日

㈲
～
1
6日

團

運

行
区

間
…

新
京
成
五

香
駅
西

口

～
白

井
聖

地
公
園

停

留
所

…
新
京

成
五
香

駅
西
口

・

六
高

台
病

院

・
六
実
駅

バ
ス

停

・

白
井

聖
地
公

園

（
終
点

）

乗

車
運

賃

…

（
片
道

）
大

人

六
百

円

・
子

供

三
百
円

※
全
区

間

同
一

料
金

運

行

時

間
・：
時
刻

表

の
と

お

り

、

一
日
に
三
本
運
行
（
1
3
日
㈲
は
四

本
運
行

、
片
道
約

四
十
分

）

※
座

席
数

が
限

ら
れ
て

い
ま

す
の

で
座
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
乗

車
人

員
に

達
す

る
と
、
乗

車

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
バ
ス

の
運
行

に
伴

い
白
井
聖

地

公

園
外

周
道

路
の

一
部

が
駐
車

松
戸
ま
つ
り

①

バ

ザ

ー

ル

②

ふ

る

さ

と

観

光

物

産

展
（
県

人

会

）
の

出

店

者

を

募

集1
0月

７

日

出

・
８

日

㈲

各

午

前

1
0時

～

午

後

４

時
3
0
分

会

場

①

松

戸

駅

東

口

・
西

口

周

辺

②

松

戸

駅
西
ロ
デ
ッ
キ
下
　
内
容
①
商
店

な

ど

の

目

玉

商

品

、

市

民

の

趣

味

や

才

能

か

ら

生

ま

れ

た

作

品

②

故

郷

の

特

産

品

・
名

物

品
　

ブ

ー

ス

①
二
・
五
メ
ー
ト
ル
×
一
・
五
メ
ー
ト
ル
②
五

メ
ー
ト
ル
×
一
・
五
メ
ー
ト
ル
　
対
象
①
市
内
の
事

業

者

・
市

民

ま

た

は

団

体

②

市

民

に

よ

る

県

人

会

お

よ

び
各

県

の

観

光
物
産
課
等
の
推
せ
ん
を
得
た
団

体
　
費
用
い
ず
れ
も
三
千
五
百
円

圃
８
月
1
4
日
月
～
1
8
日
金
の
午
前

９
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
の
間

に

、

直

接

松

戸

商

工

会

議

所

（

登

3
6
4・
りａ
ｌ

ｌ

ｌ

）
　
へ

運
行
し
ま
す

禁
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圓
公
園
緑
地
課
白
井
聖
地
公
園
係

昔
3
6
6
・
７
りＸ
ＯＯ
Ｏ

白井聖地公園行き臨時バス時刻表
時

｢ら'i ぶ4 -`、

五香駅

西口発
六高台
病院

六実駅
バス停

時 白井聖地
公園発

８ ※00 ※05 ※10 ８

９ 30 35 40 ９ ※40

１１ 50 55 １１ 10

１２ 00 12

１３ 13 30

１４ 10 15 20 14

１５ 15 50

※
印
の
バ
ス
は
、
1
3日
斜
の
み
運

行
し
ま
す
。

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

の

出

店

者

を

募

集

1
0月
８
日

賄

午
前
1
0
時

～
午

後

３
時
3
0
分
会
場
中
央
公
園
（
松

戸

駅
東
口

か

ら
徒
歩

三
分

）
　

ブ

ー
ス
二
メ
ー
ト
ル
×
二
メ
ー
ト
ル
（
先
着
三
百
ブ

ー
ス
、
一
人
ニ
ブ
ー
ス
ま
で
）
　
費

用
一
ブ
ー
ス
二
千
五
百
円

※
飲
食
物
の
販
売
は
不
可

※
参
加

費

の
一
部

は
福
祉

施
設

等

に
寄

付
を
予

定
し

て

い
ま
す

。

圃

８
月
3
1
日
困
〔
必

着
〕
ま
で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
出
店
内
容
・
希
望

ブ
ー

ス
数

・
住
所

・
氏
名

・
電

話

番

号

・
フ
ァ

ク
ス
番

号

・
返
信
用

あ
て
名

を
記
入

し
て

、
松

戸
市

本

町
二
〇
の
一
〇
ル
・
シ
ー
ナ
ビ
ル

七
階
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ
ー
バ
ー
内

松
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
フ
リ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト

係
へ

固

松
戸
ま

つ
り
実
行

委
員
会

・
川

旧

容
3
6
2
・
1
2
3
1

（
月
～
金
曜
日

午
前
1
0
時
～

午
後

５
時
）

東京高等工芸学校の歩み[3] 展

8月12日土～9月24日(日)会期

創設当時の東京高等工芸学 校
午 前9 時30 分 ～午 後5 時 （入館 は4 時30 分 まで ）

休館日=毎週月曜日・第4金曜日（8月25日、9月22日）

会 場　 市 立 博 物 館 企 画展 示 室(Q384-8181)

デザインにっぽんの水脈



講演会

｢卒業生の語る戦後デザイン｣
東京高等工芸学校および千葉大学工学部の卒業生が、白身の活動とこれまで関

わってきた日本の戦後デザインについてお話します。

日程下記のとおリ　会場市立博物館講堂　費用無料

l:8 月19 日 出

内 容 日 本 の カ メ ラ デ ザ イ ン に つ い て

講師織間勇氏(リコーでカメラデザインに従事)

l:9 月 ２ 日 出

内 容 ソ ニ ー デ ザ イ ン の 誕 生

講 師 黒 木 靖 夫 氏( ソ ニ ー で ウ ォ ー ク マ ン 等 を 開 発)

119 月 ９ 日 出

内 容 家 具 デ ザ イ ン の 現 場 か ら

講 師 菅 沢 光 政 氏( 天 童 木 工 で 家 具 デ ザ イ ン に 従 事)

S19 月23 日 ㈲

一 一 一一
内 容 資 生 堂 の デ ザ イ ン と は

講 師 杉 浦 俊 作 氏( 資 生 堂 で Ｍ Ｇ５等 の デ ザ イ ン を 担 当)

○新京成八柱駅またはJR 武蔵野

線新八柱駅下車徒歩15分

○八柱駅南口から新京成バス小

金原団地行き｢ 公園中央口｣ 下車

シ ン ポジ ウ ム

「 松 戸 の デ ザ イ ン の 明 日 を 考 え る 」

この展覧会で示される戦後デザインの歩みを踏まえて、市内で展開されるデ

ザインのさまざまな現場の現況を報告し、これからの方向を模索すべく多角的

に議論を展開します。

日時9月16日出午後1時～4時　会場市立博物館講堂　コーディネーター千葉大

学教授・長田謙一氏　パネリスト吉野工業所デザイン課課長代理・金内哲郎氏、

中村製作所技術管理室長・秋山俊一氏、後藤真男デザイン事務所代表・後藤真

男氏、クリエート建築事務所所長・水野武明氏、日本色彩学会・山川やえ子氏

定員当日先着80人　費用無料

⑩ 体 験 会

ノスタルジックカー 体験会
1950 ～60 年代の国産車に乗り込んで、当時の雰囲気やデザイン水準を体験し

てみませんか？

日時…9月16日出・17日日午前10時～午後4時〔雨天決行〕

会場…市立博物館前広場

展示車両…スバル360 、ダットサンブルーバード310

費用…無料

※運転はできません。

圃当日直接会場へ

21世紀の森と広場パークセンター催し物
行　事　名 日　時　　 ／ ～　 講　師 定員

①

森のクラフト教室

｢青空のもとでアートし ようよ

～自然素材で自由に工作｣

8/19tt)

午後1 時30 分～4 時

ネイチャークラフトデ

ザイナー・山中琴江氏
40人

丱
みどりの講習会

｢ハイドロカルチャーの寄せ枦えを作ろう｣

8/20([])

午後1時30 分～3 時30 分

園芸研究家

中川 宏子氏
30人

③
自然を楽し む‘わ’　　　卜

「ハンカチの草木染めの体験と準fi卜 ぺ

8/24W

午前11時～午後3時30分

染織家

小林優子氏
30人

④
自然を楽し むクラフト　　　　　　　｀`

｢ハンカチの草木染め｣

8/26R

午後1時30分～3 時30 分

自然を楽し む‘わ’の

皆さ ん
60人

⑤
園芸教室

｢9 ・10 月の園芸作業｣

8/27(1日)

午後1BS30 分～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

⑥
園芸教室

｢家庭菜園～秋まき野菜の育て方｣

9/ 3(Eﾖ)

午後1 時30 分～3 時

みどりの相談員

小林喜代次氏
40人

⑦
みどり の講習会

｢秋のハンギング バスケッ 冂

9/ 9 街

午後1時30分～3 時30 分

ハン ギングバスケット

マスター・秋山英史氏
30人

⑧

みどり の講習会

厂根茎穡を中心としたベゴニアの栽培

方法」

9/10(0)

午後1時30 分～3 時30 分

日本ベゴニア協会理事

白鳥四郎氏
45人

「サーヴィングボウル」(1963 年）

剣持勇デザイン研究所

「
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
」
ポ
ス
タ
ー
（
一
九
六
五
年
）

デ
ザ
イ
ン
伊
藤
憲
治

『
桂

日

本

建

築
に
お

け

る
伝
統

と
創

造
』
ポ
ス

タ

ー
（
一
九
六
八
年
）
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
伊
藤
憲
治

一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
著
し

く
成
長
し
て
き
た
企
業
内
の
デ
ザ
イ

ン
・
セ
ク
シ
ョ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
活
動

の
中
心
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

◆
デ
ザ
イ
ン
立
国
◆

が
、
そ
こ
に
は
戦
後
の
千
葉
大
学
の

卒
業
生
を
含
む
若
い
世
代
が
戦
前
の

世
代
に
続
い
て
活
動
を
展
開
し
始
め

て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
工
業
製
品
の
輸
出
拡
大

と
と
も
に

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
活
動
は

－
「カ ロ ー ラKE10 」(1966 年 ）

デ ザ イ ンハ 重 樫 守 ・杉 山 隆 清 ほ か

済

成

長

の
中

で

、
消

費

文

化

を
彩

り

な

が
ら

進

化

し

て
い
っ
た
「
ジ

ヤ
パ

ニ

ー

ズ

ー
デ
ザ
イ
ン
」

の

諸
相

を

振

り
返
り
ま
す
。

一
九
六
〇
年
代
・
高
度
成
長
期

の
デ
ザ
イ
ン

世
界
の
舞
台
で
鍛
え
ら
れ
、
そ
の
国
際

的
評
価
も
ま
す
ま
す
確
か
な
も
の
に

な
り
、
国
際
的
な
企
業
戦
略
に

デ
ザ

イ
ン
の
魅
力
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
に
昭
和
3
5
年
（
一
九
六
〇
）

の

世

界

デ

ザ

イ

ン

会

議

、

昭

和
3
9
年

（
一
九
六
四
）
の
車
凩
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と

い

っ

た

、

デ

ザ

イ

ン

界

に

と

っ

て

大
き
な
節
目
を
経
て
、
昭
和
4
5
年
（
一

左から、「クロ ックQA549 」「クロ ックQ

A553N 」デザイン渡辺三郎ほか、「マリ

ンクロック」デ ザイン渡辺力(1970 年）

雨天の場合①＝8/20日④＝8/27

日に順延（そのほかは雨天決行）

会 場 パーク セン タ ー （①③ ④は

森の工芸館）

対 象 ①＝小 学生 ，③ ＝④で ボラ

ン ティ アスタ ッフとし て 参加で

きる 人

費 用① ⑤ ⑥ ⑧＝無料,② ＝1,500

円（材料費），③ ④=  300 円（材

料費），⑦＝2,500 円 （材料費）

圃 ④は当 日森の工 芸館で受 け付

け，そ の ほかは 電話 で パーク セ

ンタ ー≫345 ―8900 へ（先着順 ）

ハ
ン
カ
チ
の
草
木
染
め

新檻まであとチョット

新婚ホヤホヤ講座～幸せな家庭づくりのために～

日時…９月２日出午後1時30分～3時45分

(午後1時30 分～40 分受け付け)

会場…衛生会館

内容…もっと知ろう身体のこと！パートナー

のこと！

①｢ 安心して妊娠・出産を迎えるために｣

講師産婦人科医師・村山和代氏

②｢ 日ごろの健康管理・健康情報など｣

講師保健福祉課保健婦

対象…未婚または新婚の

男女（1人でも参加歓迎）

定員…先着40 人

費用…無料

圃８月31 日困までに、電

話で小金保健福祉センタ

-15346-5601 へ

関連企画のご案内

九
七
〇
）
に
開
催
さ
れ

た
大
阪
万
博
に
は
、
日

本
の
デ
ザ
イ
ン
が
総
動

員
さ
れ
ま
し
た
。

万
博
と
い
う
晴
れ
舞

台
に
向
け
て
、
高
度
経

東京高等工芸学校が日本のデザイン史

に占める意義を中心に近代日本デザイ

ン史全体を検証し ました（平成8年「デ

ザインの揺籃時代」展）

1930 ～40 年代に絵画や写真、グラフ

ィックの各分野で活躍した東京高等工

芸学校の教授や卒業生の作品を紹介し

ました(平成10年｢視覚の昭和｣展）



「

」
ふ

れ

あ

い

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

「

カ

ロ

ー

リ

ン

グ

」

８

月
1
2
日
出

午
前
1
0
時
～

正
午

会
場

ふ

れ
あ
い
2
2
（
健
康

福
祉
会

館
）

内

容
リ
ハ

ビ
リ

を
兼

ね
た

楽
し
い
レ

ク
リ

エ

ー
シ
ョ
ン
　

対

象
障

害
者

手

帳

を
持

っ
て
い

る
人

お
よ
び

そ
れ

に

準

ず
る
人
　

費

用
無

料

圃

電

話
ま
た

は
フ
ァ
ク

ス
で

、
ふ

れ

あ

い
2
2
（
健
康

福
祉

会
館

）
障
害

者

棉

祉
セ
ン

タ
亠

一一
叩
7
1
1
1

隰

8
3・
7
8
1
0

へ

３「
」
朗

読

を

き

く

か

い

８
月
９
日
㈲
午
前
1
0
時
～
1
1
日
時
3
0

分

会

場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健
康

福
祉

会

館
）
　

内
容

松
戸

朗
読

奉
仕
会

会

員

に
よ

る
朗
読

「

さ
さ
や

く
」
宮

部

み

ゆ
き

著
ほ
か
　

対

象
障

害
者
手

帳

を

持
っ

て
い

る
人
お

よ
び

そ

れ
に

準

ず

る
人

（
付

き
添

い
の
人

も
可
）

費

用
無

料

圖

ふ

れ
あ
い
2
2
（
健
康

福
祉

会
館
）

障

害
者
福

祉
セ
ン

タ
ー
a
3
8
3
7
1

1
1

厦
叩
7
8
1
0

［
］
千

葉

県

男

女

共

同

参

画

計

画

骨

子

案

に

つ

い

て

意

見

交

換

会

８
月
1
1
日
銜
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会

場
千

葉
県

女
性
セ

ン

タ

ー
（
柏
市
）
　
定
員
先
着
九
〇
人

費
用

無
料

※
保
育
あ
り
（
二
歳
以
上
の
末
就
学

児

・
要
予

約
）

※
千

葉
県

男
女
共

同
参

画

計
画
骨

子

案
に

つ
い

て
皆

さ
ん

の
ご

意
見

を

受

け
付

け
て
い

ま
す

。
骨

子
案

は

女

性
セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま
つ

ど

・
東

葛

飾
支
庁

県
民

セ
ン

タ

ー
で

配
布

し

て
い
ま

す

。

匣

電
話
ま

た
は

フ
ァ
ク

ス
で

、
千

葉

県
企

画
部

男
女
共

同
参

画

課
a
0
4
3・

3
　
　
　
　
　
　
　
3
　
2

2
2
.
2
3
7
2

廈
0
4
．
2
2
.
0
9
0

4
へ

【
】
「

ヒ

ュ

ー

マ

ン

フ

オ

ー

ラ

ム

ち

ば
2
1
」

バ

ス

ツ

ア

ー

９

月
９
日

出

午
前
９

時
松

戸

市
役

所
集

合

、
午
後
６

時
帰

着

予
定
　

会

場
青

葉
の

森
公

園
芸

術
文

化
ホ

ー
ル

（
千

葉
市
）
　
内

容
講

演
「

今

、
見
つ

め
直

す
と

き
　

仕
事

・
家

庭

・
人
生

～

あ
な
た

が

あ
な
た

ら
し

く
生

き
る

た

め
に
～

」
　

講
師

大
宅

映
子

氏

、

船
橋

邦
子

氏

、
奥
谷

禮
子

氏

、
林
望

氏

、
ピ

ー
タ

ー

・
バ

ラ
カ
ン

氏
　

対

象
市
内
在
住
・
仕
勤
・
在
学
の
人

定

員
先
着

三
十

人
　

費
用

無
料

圃
８

月
1
8日
銜

ま
で
に

、
電

話
で
女

性
セ

ン

タ
ー

登
3
6
4
・
Ｂ
７

７
８

へ

［

］
視

覚

障

害

者

交

流

会

９

月
2
1
日
丙

午
前
1
0
時
新
京

成
三

咲

駅
改
札

口

集
合

〔
雨
天

中
止

〕

行

き
先

船
橋
ア

ン

デ
ル
セ

ン
公

園

内

容
松

戸
市

視
覚

障
害

者
協

会

・
松

戸
点
訳
会
・
松
戸
朗
読
奉
仕
会
の
各

会

員

な
ど

が

参
加

し
て

の
交

流
会

対

象
視

覚
障

害
者
　

持

ち
物

弁
当

・

敷

物
　

費
用

無
料
（
交

通
費

は
実
費

）

※
視
覚

障
害

を
持
つ

人

が
い
た

ら

、

教
え

て
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。

圃
８
月
1
0
日
木
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸

点
訳

会

・
鈴
木

容
3
4
2
・
8
7
8
4

へ

［
］
夏

休

み

親

子

映
画

会

８
月
2
6
日
出
午
後
2
時
～
4
時
（
午

後
１
時
3
0分
開
場
）
　
会
場
六
実
市

民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
「
Ｄ
ｒ

．
ス
ラ

ン
プ
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」
「
一
〇
〇
番
目

の
サ
ル
」
「
ム
ー
ミ
ン
」
　
定
員
先
着

百
五
十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
公
民
館
　
3
6
8
・
１
２
１
４

へ【
】
切

り
株

の

レ

リ

ー

フ
作

り

８
月
1
9日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
常
盤
平
児
童
福
祉
館
　
内
容
切

り
株
に
動
物
や
花
な
ど
の
レ
リ
ー
フ

を
作
る
　
対
象
小
学
二
年
生
以
上

定
員
二
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
百
円

（
材
料
費
）

圃
８
月
８
日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で
常

盤
平
児
童
福
祉
館

容
3
8
7
・
3
3
2
0

へ
（
月
曜
休
館
）

［
］
ハ

ワ

イ
ア

ン

ー
カ

ー
ニ

バ

ル

8
月
1
2
日
剛
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
松
戸
・

流
山
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
共
演

に
よ
る
楽
し
い
演
奏
と
フ
ラ
ダ
ン
ス

費
用
無
料

圈

神
崎

登
０
４
７
１

・
7
5・
1
7
7

0
「
」
ギ

タ

ー
・

マ
ン

ド
リ

ン

サ

マ

ー
コ

ン

サ

ー

ト

８

月
1
9日
出
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
ハ

ワ
イ

ア
ン
ク
ラ
ブ
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
　

費
用
無
料

圀
松
戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

ー
飯
島
a
3
4
4

・
5
1
3
6

（
夜
間
の
み
）

【
】
五

香

西

口
納

涼

盆

踊
り

ジ

ャ

ズ
ラ

イ

ブ

８
月
６
日
剛
午
後
３
時
～
５
時
3
0

分
　
会
場
や
ま
ぶ
き
公
園
（
五
香
駅

西
口
か
ら
徒
歩
五
分
）
　
費
用
無
料

※
盆
踊
り
は
６
日
日
・
7
日
月
午
後

６
時
3
0分
～
９
時
4
5分
に
実
施

圖
坪
田
（
ア
カ
ネ
サ
イ
ク
ル
内
）

登

8
8・
5
5
8
9
（
昼
間
の
み
）
、
松
井

（
コ
ニ
湯
麺
内
）
登
3
8
9
・
0
0
6
4
（
夜

間
の
み
）

［
］
貿

易
（
ジ

ェ

ト

ロ

）
定

例

個

別

相

談

会

８

月
９

日

伽
、
９

月
2
0日

㈲

午
後

１

時
～
４

時
　

会
場

松
戸

商
工

会
議

所
　

対

象
国

際
ビ
ジ

ネ

ス
を
始

め
よ

う
と

し

て
い

る
人

、
輸
入

に
意

欲
を

持

ち
な

が
ら

知
識
と

経

験
不
足
で

悩

ん

で
い

る
人

、
専
門

的

な
助
言

を
必

要

と
し

て
い

る
人

、
輸
入

業
務

の
拡

大

・
多
角
化
を
企

画
さ
れ
て
い
る
人

、

ト

ラ
ブ
ル

で

お
悩
み

の
人
　

費

用
無

料※
予
約

制

圃

電
話
で
松

戸
商
工

会
議
所

指
導

一

課

四
叩
3
1
1
1

ぺ

［
］
坂

川

灯

ろ

う

流

し

坂
川

の

清
流
復

活
を

願
っ

て
、
夏

の
夕
べ

に

、
皆

さ
ん
の

手
作

り
の
灯

ろ
う
（
和
紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
発

泡

ス
チ

ロ

ー
ル

な
ど
を

利
用

し
た

も

の
）

を
流

し
て
み

ま
せ

ん
か

。

出

来
上

が
っ
た

灯
ろ

う
は

、
８

月

1
9
日
出
午
後
４
時
に
古
ケ
崎
市
民
セ

ン

タ
ー
ヘ

持
参

し
て

く
だ
さ

い
。

日
時
８
月
1
9
日
出
午
後
7
時
か
ら

〔
雨
天

の
場

合
は

翌
日
〕
　
会
場

栄
町

四
丁

目
地

先

（
栄
橋
周

辺
）

圖

坂
川
に

清
流

を
取
り
戻

す
会

・
秋

山

登
3
6
2
・
9
3
3
7

［

］
社

交

ダ

ン

ス

ミ

ニ

パ

ー

テ

ィ

８
月
1
3
日
日
・
2
7
日
日
午
後
2
時

～

５

時
　

会
場

勤
労

会
館
　

内
容

オ

ー
ル

フ
リ

ー
タ

イ
ム
　

費
用

各
五

百

円圀

フ
リ

ー
ジ
ヤ
ふ

れ
あ

い
会

・
小
河

四
3
6
4・
8
1
5
0

（
夜
間
の

み
）

「
」
住

宅

デ

ー

８
月
2
0
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
2

時

会
場

仲
井

町
公

園
ほ

か
市
内
公

園

等
九

力
所
　

内
容

わ
が

家
の
耐

震

診

断

・
増
改

築

・
営

繕
な
ど

の
住

宅

相

談
会

、
包
丁

と
ぎ
　

費
用

無
料

※
子
ど

も
工
作

教
室

（
木

工

・
竹

細

工
等

）
も

同
時
に

開
催

し
ま

す
。

國
千
葉
土
建
松
戸
支
部
住
宅
デ
ー
実

行

委
員
会

四
3
6
8・
7
7
0
0

［
］
夏

の

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム
「

夏

の

夕

暮

れ

の

音

っ

て

？

」

８

月
1
9
日
出

午

後
３

時
3
0
分
～
６

時

〔
雨
天

中
止

〕
　

会
場
2
1
世

紀
の

木
林
と
広
場

内

容
夏

の
夕

暮
れ

時
の

自

然
を
ネ

イ
チ

ャ

ー
ゲ

ー
ム
を

し
な

が
ら
五

感
を

通
し
て

感

じ
る
　

費
用

二

百
円

（
四

歳
以

上

）

圃

電

話
で
ま
つ

ど
ネ
イ

チ
ャ

ー
ゲ

ー

ム

の
会

・
山
中

昔
3
4
2
・
4
3
3
5

へ

（
夜

間
の

み
）

［
］
坂

川

清

流

灯

篭

ま

つ

り

今
年

は
沖

縄
サ

ミ
ッ
ト

を

記
念
し

「

沖
縄

ス
ペ
シ

ャ
ル

」
と

し
て

、
琉
球

民
族
の

踊
り
と

情

熱
的

な
琉

球
太
鼓

も
催
し

ま
す

。

８

月
1
9日

出

・
2
0日

脚
午

前
ｍ

時

～

午

後
９

時

［
小

雨
決

行
］
　

会

場

馬

橋

駅

西

ロ

メ

ー
ン

ス

ト

リ

ー
ト

内
容

坂
川

清

流
踊

り

・
沖
縄

ス
ペ

シ

ャ
ル

（
1
9
日

・
2
0
日

）
、

阿
波

踊

り

（
1
9日

）
、
カ

ラ
オ

ケ
大

会

・
ハ

ワ
イ

ア

ン

ダ
ン

ス

・
万

灯
み

こ
し

・
浅

草

サ
ン

バ

（
2
0日
）

圈

坂
川
清

流
灯

篭
ま
つ
リ

実
行

委
員

会

・
風

間

容
3
4
1
・
1
6
5
3

【
】
家

庭

婦

人
ラ

ン

ク
別

抽

選

ダ

ブ

ル

ス

卓

球

大
会

９

月
４
日
囲
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公

園
　
対
象
市
内
在
住
・
在

勤
の
女
性
　
費
用

一
人
六

百
円

圃
８
月
2
4
日
困
午
前
1
0
時
か
ら
運
動

公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
せ
会
議

で
受
け
付
け

圖
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
佐
藤
ｓ
3
8
8

・
1
8
9
6

【
】
中

学

二

年

・

三

年

生

の

風

し

ん

予

防

接

種

は

済

み

ま

し

た

か

風
し

ん
は

、
軽

い
カ

ゼ
症

状
で

は

じ
ま

り

、
発

し
ん

、
発

熱

、
後
頸

部

リ
ン
パ
節
腫
脹
な
ど
が
主
な
症
状
で

す
。約

三
日
間

で
治

り
ま

す
の
で

「
三

日
ば
し
か
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

経
過

は

一
般
的
に

良
好

で
す

が

、
合

併
症
と

し
て

、
血
小

板
減
少

性
紫

斑

病
が

三
千
人

に

一
人

、
脳
炎

が
六
千

人
に

一
人

く
ら
い

み
ら

れ
ま

す

。

年

長
児
や

大
人

に

な
っ
て

か
ら

か

か
る
と

、
関
節
炎

の

頻
度

が
高

く
な

っ
た
り
重
症
に
な
り
や
す
く
、
三
日

で
は

治
ら

な
い
こ

と

が
多

く
な
り

ま

す

。ま

た

、
妊
娠

初
期

の
妊

婦
が
か

か

る
と

、
先

天
性
風

し

ん
症

候
群

（
難

聴
・
心
奇
形
・
白
内
障
・
網
膜
症
等
）

の
子

ど

も
が
生

ま
れ

る
可

能
性

が
高

く

な
り
ま

す
の

で

、
予
防

接
種
で

免

疫
を

つ

け
て
お

き
ま

し
ょ

う
。

予

防
接

種
は

、
女

子
だ

け
で

な
く

男
子

も

受
け
ら

れ
る
よ

う
に

な

り
ま

［

］
ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

シ

ニ

ア

大

会

９
月
1
5
日
祝
午
前
８
時
3
0
分
受
け

付
け
、
9
時
開
始
　
会
場
栗
ケ
沢
公

園
庭

球

場
　

種
目

男

女
四

十
五

歳
以

上
の

年

齢
別

（
四
十

五
歳

・
五
十

五

歳
・
六
十
歳
・
六
十
五
歳
・
七
十
歳
）

と
ミ

ッ

ク
ス
　

ル

ー
ル

国
際
ル

ー
ル

対
象

市
内

在
住

・
在

勤

・
在
ク

ラ
ブ

の
人
　

費
用

一
チ

ー
ム
二
千

円

匣

８

月
2
5日

㈹

［
必
着

］
ま
で

に

、

所
定

の
振
込

用
紙
で

松
戸
市
ソ

フ
ト

「
め
ざ
せ
！
甲
子
園
」
市
立
松
戸
高
校
招
待
ナ
イ
タ
ー

日
時
…
①
８
月
1
7
日
出
②
2
1
日
月
各
午
後
5

時
3
0分

か
ら

会
場

…

運
動
公

園
野

球
場

対

戦
相
手

…

①

修
徳
高

校

②
浦
和

実
業

学
園

費
用

…

無
料

圖

ス
ポ

ー
ツ

課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

し
た

。
中

学
二
年

生
以

上
十
六

歳
未

満
で
一
回
受
け
ま
す
。
中
学
生
の
時

期

が
無
料

で
受
け

ら
れ

る
最

後
の
機

会
で

す
の

で

、
ま
だ

受

け
て

い
な

い

人
は

、
夏

休
み

等
を
利

用
し

て
計

画

的
に

受
け

て
く
だ

さ
い

。

予

診
票
（
無
料

券
）
の

な
い
人

は

、

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所

の
市

民
健

康
相

談
室
窓

口
か

、
ま
た

は
ハ
ガ
キ
記
入
要
領
を
参
照
し
て
申

し

込
ん
で

く
だ

さ
い

。

※
以

前
に
Ｍ

Ｍ
Ｒ

（
麻

し
ん

・
風

し

ん

・
お

た
ふ

く
か

ぜ
混
合

）
を

受

け
た
人

は
接

種
の
必

要
は

あ
り

ま

せ

ん

。

圖

保
健

福
祉
課

予
防
衛

生
係
ａ

叩

ハ ガ キ 記 入 要 領

(おもて)

テ

ニ
ス
連

盟

・
山
下

（
容
3
4
5・ワ

０

８

４

）
へ

ス
倶
楽
部
　
内
容

ダ
ブ
ル
ス
（
パ
ー

ト
ナ
ー
は
抽
選
）

対
象
市
内
在
住
・

在
ク
ラ
ブ
で
平
成

【
】
ゴ

ー

ル

デ

ン

テ

ニ

ス

大

会

９

月
６

日
困

午
前
９

時
3
0
分

集（
［

〔
予

備
日
1
3
日

㈲
〕
　
会

場
松

戸
テ
ニ

1
2年
1
2
月
3
1日

時
点

で
満

八
十

歳
以

上

の

男
性
と
七

十

歳
以

上

の
女

性

費
用
二

千
五

百
円
（
保

険
料
を

含
む

）

圃
８
月
1
5
日
㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生

年
月
日

・
電

話
番

号
を

記
入
し

て

。

〒
2
7
0
-
2
2
5
2
松
戸
市
千
駄
堀
一

四

八
九

の
九

八

老
田
巌

（
ａ

叩

4
1
9
3

）
へ

「
」
愛

の

献

血

（
松

戸

市

献

血

推

進

協

議

会

）

8
月
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5

分

、
午
後
１

時
～
４

時
　

会

場
伊

勢

丹
松

戸
店

前

固

保
健

福
祉
課

登
汳

・
ワ

４
８

ワ

「

」
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

８

月
1
9日

出
午

前
1
0
時
～

午
後
４

時

会
場
ふ

れ

あ
い
2
2
（
健

康
福

祉

会
館
）

内
容
松

戸
市
精

神
障
害
者
家

族
会

土
曜

会
会
員

に
よ

る
相

談

（
秘

密
厳

守
）
　
対
象
「
こ
こ

ろ

の
病
」
の

人
を

抱
え

る
家

族
　

費

用
無

料

※
同
日

・
同
時

間
に

電
話
で

の
相

談

も

受
け
付

け

ま
す

（
こ
こ

ろ
の

家

族
相
談
室
直
通
登
3
8
3
・
5
5
5
1
）
。

※
毎

月
第

三
土

曜
日
に

相
談

を
受

け

付

け
ま

す
。

固

松
戸
市

精
神

障
害
者

家
族
会
土

曜

会

・
武
井

昔
3
6
2
・
8
2
1
5

【
】
ぜ

ん

そ

く

教

室

「
楽

に

す

る

呼

吸

法

～

よ

く

す

る

鍛

練

法

」

８

月
2
3
日
㈲

午
後
２

時
～
３

時
3
0

分
　

会
場

国
立

精
神

神
経
セ

ン

タ
ー

国
府

台
病

院
（
市
川

市
）
　
費

用

無
料

圖

国
立

精
神
神

経
セ
ン

タ
ー

国
府
台

病
院

昔
3
7
2・
3
5
0
1

［
］
青
少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ
ン

グ

機

器

操
作

講

習

会

８
月
1
9日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
六

歳
以
上
の
人
　
定

員
先
着
二
十
人
　

持
ち
物
運
動
着
・

上
履
き
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
ｅ

洲
・
8
5

5
6
へ

「
」
ソ
フ

ト
テ

ニ

ス

職

域
対

抗

９
月
1
5
日
祝
午
前
８
時
3
0
分
受
け

付
け
、
９
時
開
始
　
会
場
栗
ケ
沢
公

園
庭
球
場
　
ル
ー
ル
日
本
ル
ー
ル

対
象
市
内
職
域
ク
ラ
ブ
、
一
団
体
三

チ
ー
ム
　
費
用
一
団
体
六
千
円

圃
８
月
2
5日
銜

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
振
込
用
紙
で
松
戸
市
ソ
フ
ト

テ
ニ

ス
連
盟
・
山
下

（
容
3
4
5
・
ワ
０

８
４
）
へ

健
康

ス
ポ
ー
ツ

催
し
物

情報
チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です



「
」
松

戸
村

立

雑

学

大
楽

8
月
2
0
日
日
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
　
会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱

駅
下
車
徒
歩
二
分
）
　
内
容
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
看
護
婦
か
ら
鍼
灸
師
と
な

つ
た
い
き
さ
つ
　

講
師
小
川
栄
子
氏

費
用
無
料

昌

金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
昔

63
8
.
0
2
2
1

「
」
ス

リ
ラ

ン

カ
料

理

教

室

８
月
1
8
日
金
午
前
9
時
3
0
分
～
午

後
２
時
　
会
場
市
民
会
館
　

丿

内
容
ナ
ン
・
カ
ッ
タ
レ
ツ

（
コ
ロ
ッ
ケ
）
　・
デ
ザ
ー
ト
な
ど

講
師
Ｌ
・
Ａ
・
テ
ラ
ニ
ー
氏
（
ス
リ

ラ
ン
カ
出
身
）
　
定
員
先
着
三
十
人

費
用
千
円
程
度
（
材
料
費
）

圉
電
話
で
紂
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

昔
3
6
6
・
7
3
1
0

へ

［
］
関

宿

城

博

物

館

特

別

講

演

会

「

日

本

人

と

川

」

９
月
1
5
日
祝
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分
　

会

場

さ
わ
や

か
ち

ば
県
民

プ
ラ

ザ

（
柏

市
）
　

内

容
川
と

と

も
に

歴

史
を

刻
ん
で

き
た
日

本
人

の

気
質
や

文

化
　

講

師
作
家

・
井

沢
元
彦

氏

定
員

五
百
人

（
抽

選
）
　

費
用

無

料

圃
８

月
３１
日

團

〔
消
印
有

効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
参
加
人
数
（
ハ
ガ
キ
一

枚
で

五
人
ま

で
）

・
返

信
用

あ
て

名

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
0
2
0
1
東

葛
飾

郡
関

宿
町

二
軒

家
一
四

二
の
四

壁

立
関
宿
城
博

物
館
特
別
講
演

係
（

登

０
４

７
１

・
9
6
・
1
4
0
0

）
へ

［

］
昔

の

遊

び

教

室

教室名 期日 会場 対 象` 定員

井川おじ いちゃんの

けん玉教室

8/10(:木)

・11 廊

8/12  (£)

・13([])

小学1年生以上
各回先

着20人

梅沢おじいちゃんの

竹とんぼ教室

小学3年生以上

(ナイフ使用のた

め保護者同伴)

各回先

着30人

佐藤おばさんの折り

紙教室

8/14 ㈲

・15 く火）

小学3年生以上

(ｲ呆護者同伴可)

各回先

着30人

時間いずれも1[亘]目午前 竹時30分から、2回目午後1時30分

から、3回目午後3時30分から　費用無料

圃

各
教
室
と

も

、
当

日
午

前
１１

時

か

ら
会

場
入

口
で

受
け
付

け
ま

す

。

圜

伊
勢
丹

松
戸
店
ａ

叩
1
1
1
1

［
］
災

害
救

援

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座
９
月
1
8日
㈲
～
2
0日
水
午
前
９

時

～
午
後
５

時
〔
全
三
回
〕
　
会
場
千

葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
・
松
戸
市

消
防
局
　
対
象
県
内
在
住
・
在
勤
で

全
回
受
講
で
き
る
人
　
定
員
先
着
四

十
人
　
費
用
九
千
九
百
円

圃
電
話
で
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会

昔
0
3・
３
５
８
４

・
4

0
8
5
へ

［

］
福

祉

の

し

ご

と

実

践

学

習

会

〔
講
義
〕
８

月
2
6日

出
～
2
8
日

㈲
午

前

1
0時
～

午

後
４

時
　

会
場
千

葉
県

社

会
福

祉
セ
ン

タ

ー

（
千

葉
市

）

〔
施
設

実
習
〕
８

月
2
9日

㈹

・
3
0日

㈲

午
前
９

時
～

午

後
４

時
　

会
場

県
内

の
社

会
福

祉
施

設
　

定
員
先

着

五
十

人
　
対

象

主
に
学

生
（
福
祉

系
以

外

）、

非
自
発

的

離
職

者
で

社
会

福
祉

施
設

へ

就
職

を

希
望

し
て

い
る
人
　

費
用

無
料

圃
８
月
7
日
㈲
か
ら
、
電
話
で
千
葉

県

福
祉
人

材
セ
ン

タ

ー
a
0
4
3・
2
4
8・

1
2
9
4

へ

［
］
千

葉

県
屋

外

広

告

物

講

習
会

９
月
2
1日
困
午
前
９
時
か
ら
、
2
2

日
㈹
午
前
９
時
3
0分
か
ら
（
各
午
後

４

時
ま
で
）
　
会
場
千
葉
県
自
治
会

館
（
千
葉
市
）
　
対
象
県
内
で
屋
外

広
告
業
を
営
む
人

・
現
に
営
ん
で
い

る
事
業
所
で
講
習
会
修
了
者
等
を
置

い
て
い
な
い
人
　
費
用
三
千
三
百
円

※
申
し
込
み
は
８
月
９
日
㈲
～
2
3日

㈲
の
間
で
受
け
付
け
ま
す

。

圖
千
葉
県
公
園
緑
地
課
a
0
4
3
2
2
3

・

3
9
9
6

【
】
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
養
成

講

座９
月
４
日
㈲
～
1
1
月
6
日
㈲
〔
月

・
水
曜
日

を

原
則
に

全
十

一
回

〕
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分
　
会
場
二

チ
イ

学

館
松
戸

校

（
松
戸

駅
西

口
松

戸

ビ
ル
ヂ
ン

グ

）
　

内
容

講
義

・
実

習
　

対
象

市
内

在

住
で
五
十

八
～

六

十

五
歳

の
全
課

程
受

講
可

能
な

人

定

員
二
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

四
千

二

百
円

圃
８
月
1
4
日
囲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日

・
電
話
番

号

・
返

信
用
あ

て
名

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
2
2
5
1
松

戸
市
金
ケ
作
二
七
七
の
四
　
齟
松
戸

市

シ
ル

バ

ー
人

材
セ
ン

タ
ー
(
0
3
8
4

・
3
1
9
1

）
へ

さわやかちば県民プラザの各種講座

【
】
国

民

年

金

標

語

を

募

集

内

容

国
民

年
金

制
度
に

対
す

る
認

識

を
高

め
る

も
の

で
、
標

語
の
中

に

「
国
民
年

金
」
「
基
礎

年
金
」
「
年
金
」

の

字
句

を
入

れ
た
未

発
表

の
自

作
品

※
入

賞

者
に

は
賞

金
な
ど

を
贈

呈
し

ま
す

。

圃
8
月
3
1
日
困
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
標
語
（
一
人
二
点
ま

で
）

・
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
性
別

・
職
業

・
電

話
番

号
を

記
入
し

て
、

〒
2
6
0
-
8
6
0
8
千
葉
市
中
央
区
弁

天

町
ニ

ー
○

の
三

大
宗
北

ロ

ビ
ル

四

階
　

千

葉
県

国
民

年
金

協
議
会

（
公

0
4
3
・
2
0
7・
8
8
4
5

）
へ

講座名/内容 日　時 対象/定員 費用 申込期限 扣当課

女性 リ ーダ ーズ セミ ナ ー

内容社会情勢の変化の中で 、これからの生涯

学習のヒントとなる新しい試みについて学ぶ

9/28 休)、10/50K)・12沐)

・26 ㈲、11/7 ㈹・14㈹

〔全6回〕午前10時～午後

3時

10/13 ・ 20 ・ Z7､11/10・

17 ・24の金曜日〔全6回〕

午前10時～午後3時

女性団体・生涯学習関

係の女性り一ダーで県

内在住者/50 人

無料
8月20 日(日)

〔必着〕

６ 研
１　修
６ 課

昔
０
４
７１

４０

８

高齢者リ ーダーズセミナ ー

内容高齢者の学習の推進方策について検討し 、

生きがいづくりや学習成果ﾗ舌用のあﾘ 方を考

える

高齢者団体のリーダー

等で県内在住者/  50人
無料

8月20 日紐

〔必着〕

ホ ームヘル パ ー2級養 成講座

内容資格取得のための講義・実技（ほかに11

月16日困以降に4日間の実習あリ）

10/3 ㈲～11/19;水八火・

水曜日を原則に全14 回〕

ヘルパー３級の有資格

者で介護ボランティア

を希望する人/30 人

20,500円

(テキスト

代を含む)

9月5日㈲

〔必着〕

ぼ

縺

４

７
１

４０

FAMILY ART in PLAZA

内容母親（アートフラワー）、子ども（絵画

教室）、父親（料理教室）がそれぞれの講座

に参加

9/17 ～H13.2/18 の日曜

日〔全5回〕

県内在住の親子12 組

(小 学生以上)

無料

(実費負

担あリ)

9月1日向

〔必着〕

会場さ わやかちば県民プラザ 〔ホームヘルパー2 級養成講座は千葉福祉専門学校 （船橋市）ほか〕

圃いずれも往復ハガキに講座名 ・参加者全員の住所・氏名・年齢（学年）・電話番号・返信用あて名を記入して 、〒2ﾜﾌ

-0882柏市柏の葉4の3の1　さわやかちば県民プラザ各担当課へ

［
］
教

育
委

員
会

会

議

を

開

催

８
月
1
0
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会

議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
教
育
委
員
会
企
画
管
理
室
ａ
叩

【
】
松

戸

市

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

会

を

開

催

8
月
2
3
日
水
午
後
１
時
か
ら
　
会

場

市
役
所

新

館
五
階

市
民

サ
ロ
ン

傍

聴
定

員
先
着

十
人

※
議

案
は
お
問
い
合

わ
せ

く
だ

さ
い
。

圃
当
日
正
午
～
午
後
0
時
5
0
分
の
間

に

保
険

課

（
市

役
所

本
館

一
階

）
へ

國

保

険
課
管

理
係

昔
3
6
6
・
7
3
5
3

［
］
新

松

戸

総

合
手

工

芸

文

化

展

出

展

者

を
募

集

開
催
日
1
0
月
2
1
日
出
　
2
2
日
日

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
出
展

作
品
一
般
手
工
芸
作
品
　
費
用
四
千

円

（
机
・
パ
ネ
ル
使
用
料

、
雑
費
等

を
含
む
）

圃
８
月
3
1日
困
ま
で
に
、
電
話
で
渡

辺

昔
即
・
9
7
0
9

へ

【
】
牛

乳

乳

製
品

利

用

料

理
コ

ン

ク

ー
ル

募
集
料
理
牛
乳
乳
製
品
を
使
用
し
、

材
料
費
四
人
分
で
二
千
四
百
円
以
内

の
ア
イ
デ
ア
料
理
（
一
時
間
以
内
で

後
、
十
人
に
1
0月
1
7日
脚
の
千
葉
県

大
会
で
実
演
し
て
も
ら
い
各
賞
（
詈

優
秀
賞
一
人
、
優
秀
賞
一
人
、
優
良

賞
八
人
）
を
決
定

圃
９
月
3
0日
比

〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
材
料
・
調
理
方
法
・
住
所
・
氏

名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

郵
送
で
、
〒
2
6
0
-
0
0
1
4
千
葉
市

中
央
区
本
千
葉
町
一
三
の
一
本
千
葉

ビ
ル
　
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会
「
牛

乳
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

係

（
尿

宍
・
2
2
4
・
4
8
3
9

）
へ

［
］
管

楽

演

奏

者

を

募

集

プ
ロ

の
奏

者
と

一
緒
に

演
奏

（
1
2

月
2
3日

歸
に

市
民
劇

場
で

管
楽

合
奏

会

を
予

定
）

を
楽

し
み
ま
せ

ん

か
。

募

集
人
員

プ
ル

ー
ト

ー
人

、
オ
ー

ボ
エ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
・
ホ
ル
ン
各
二
人
　
対
象
高
校
生

以

上
で

、

あ
る
程

度
の

演
奏
技

量
が

あ
る
人
　

指
揮
者

元
Ｎ

響
奏
者

・
菅

原
眸
氏
　
練
習
本
番
前
の
週
末
に
三

回
程

度
（
ゲ
ネ

プ
ロ

を
含
む
）
。
ほ

か

に
ア

マ
チ
ュ
ア

演
奏
家

の
み
の

指

導

も
あ

リ
　

申
込
期

限
８

月
1
9日

出

※
応
募

者
多

数
の
場

合
は

、
オ

ー
デ

ィ
シ

ョ
ン
で

選
考

。
曲

目

「
モ

ー

ツ

ア
ル

ト
の

十

三
管
楽

器

の
為
の

セ
レ
ナ
ー
ド
」
グ
ノ
ー
「
小
協
奏

曲
」
「
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
」
。

他
数

曲
は

現
在
未

定

（
い

ず
れ

も

各
パ
ー
ト
に
プ
ロ
の
奏
者
が
入
り
、

ア

ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
演
奏
）

※
チ
ケ

ッ
ト

の
割

り
当
て

あ

り
。

※
共
演

演
奏

団
体

「
フ
ル

ス

ヴ
ァ
ル

ト
合

奏
団
」（
松
戸

を
中
心

に
演
奏

活
動

を
し

て
い

る
管

楽
合

奏
団

）

匣

電
話
で

森
川

昔
3
8
4
・
6
8
2
5

へ

［
］
自

衛

官

を
募

集

職
種
等
①
パ
イ
ロ
ッ
ト
＝
二
十
一

歳
未
満
②
曹
候
補
士
＝
二
十
七
歳
未

満
　
願
書
締
め
切
り
９
月
８
日
㈹

鬪
自
衛
隊
松
戸
募
集
案
内
所
ｅ
叩

6
5
4
0

「ごみのポイ捨て防 止」標語が決定 しまし た

メイク松戸ビューティフルは、ごみのない街を目指し 、さまざま

な活動を行っています。今回、「ポイ捨て防止」に関する標語を募集

したところ 、約140 点の応募がありました。

Becan  (美化）フォーラムを開催し 、応募作品の中から入選作品

を決定しましたのでお知らせします。

最優秀作

「捨てないで！街はみんなの庭だから」山口真理子さん

僵秀作

「缶・たばこ…やめようポイ捨て　きれいな松戸」磯前勇さん

「ポイ捨てをしない　させない　まねしない」和田秀雄さん

入選作

「見てますよ　あなたの行動　みんなの眼」小柴良子さん

「ポイ捨てバイバイ　キレイが二倍」大重兼信さん

「ご免なさい　ゴミのポイ捨て　も うしません」白畑智也さん

「すてるより　いつも持ちたい　ひろえる勇気」鵜沢ひとみさん

「ポイ捨てを　させない勇気としない努力」川上和子さん

圖づくイク松戸ビューティフル事務局B361  -5304

試験区分・職種 採用人員 職務内容 対象年齢等

詔
一般行政 15人程度

知事部局、各種委員会事務局、各種公営企業関係機関

および県立学佼等に勤務。主事等として庶務・経理，

企画・立案 、調査、指導、折衝等のづ 般行政事務
昭和54年4月２日～昭和58年4月１日生まれの人

(学歴は問いません)電気 2人程度

知事部局、各種公営企業関係機関等に勤務。技師等と

して電気設備等に関する 企画・設計・施工管理・保守

管理等の業務

市町村立学皎事務 8人程度
市町村立（千葉市を除く）の小・中 一養護学校に勤務。

主事等として庶務・経理等の学校事務

ミ

管理栄養士 3人程度 知事部局等に勤務。栄養関係の業務

昭和45年4月２日～昭和54年∠L月１日生まれで、

管理栄養士の登録を受けている、または平成13

年春季の国家試験で登録を受ける見込みの人

臨床検査技

師
8人程度 知事部局等匸勤務。衛生関ｲ系の業務

昭和∠旧年4月２日～昭和55年4月１日生まれで、

臨床検査技師の免許を取得している、または平

成13年春季の国家試験で免許を取得見込みの人

栄養士 23人程度

県 立学校および市町村立（千葉市を除く）の小・中学

校等（共同調理場を含む）に勤務。学校給食の栄養指

導に関する業務

昭和45年4 月２日～昭和56年4月１日生まれで、

栄養士の免許を取得している 、または平成13年

4月末日までに免許を取得見込みの人

診療放射線

技師
3人程度 知事部局等に勤務。衛生関係の業務

昭和45年4 月２日～昭和55年4月１日生まれで、

診療の免許を取得している、または平成13年春

季の国家試験で免許を取得見込みの人

警察事務 14人程度

警察本部、警察署等に勤務。主事としてコンピュータ 、

広報 、会計、装備管理、福利厚生、資料統計、鑑定等

のづ 吩事務

昭和54年4 月２日～昭和58年4月１日生まれの人

(学歴は問いません)

受付期間8 月15 日収卜30 囗㈲　第1次試験日9 月24 日剛 受験資格上記の対象年齢等で日本国籍を有する人。ただし 資格免

許職は国籍不問（いずれも地方公務員法第16 条に定める欠格条項に該当する人を除く ）

匱
千
葉
県
人
事
委
員
会
（
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
の
一
県
庁
南
庁
舎
六
階
）

容
4
3・
2
3・
3
7
1
3

０
　
２

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

作
れ
る
も
の
）

対
象
県
内
在
住
の

人
（
現
職
の
調
理

師
を
除
く
）
　
審

査
方
法
書
類
選
考

［
］
千
葉
県
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す



日

本

が
昭
和
基
地

を
建

設
し

、
南

極
調
査

に
乗

り
出
し

た

の
は

、
昭
和

3
2年

の
こ

と
で

あ
る
。

そ
の
後

、
日

本
南

極
地
域

観
測

隊

が
調
査

・
観
測

を
続

け
、
地

質

・
気
象

・
超
高

層
物

理

な
ど

さ
ま
ざ
ま

な
分

野
で
大

き

な

成
果

を
挙

げ
て

い
る
。

こ
の
た
び
第
四
十
二
次
と
な
る
日

本
南
極
地
域
観
測
隊
の
越
冬
隊
員
（
総

勢
四

十
人

）
に

二
人

の
松
戸
市

民

が

選

ば
れ
た

。
常

盤
平

在
住

の
田
中
敬

子

さ
ん
と

紙
敷

在
住

の
田
村

芳
隆

さ

ん
で
あ
る
。
1
1
月
1
4
日
、
南
極
観
測

船

「
し
ら

せ
」

で
晴

海
ふ
頭

を
出
航

し

、
昭
和

基
地

に
1
2月

下
旬

か
ら

一

年
余
り
滞
在
す
る
。
現
在
、
文
部
省

の
研

究

機
関

・
国
立

極
地
研

究
所

に

通

い
、
出

発

の
準
備

等
で
忙

し

い
毎

日

を
送

っ
て

い
る
。◇

田
中

さ
ん

は
、
映

像

プ
ロ

ダ
ク
シ

ョ
ン
に

在
籍

す
る

プ
ロ
の

カ

メ
ラ
マ

ン

。
そ

の
任
務

は
、

巨
大

な
氷
に

覆

わ
れ
た

白

い
大

陸
、

南
極

で
観
測

・

研

究
に

従
事

す
る
隊
員

た
ち

の
姿

を

映

像
に

収
め

、
記
録

映
画

を

つ
く

る

第18回シティー・ミニコンサード

～最 も,人の声に近い=楽器･･･サクソフォーン～

日時…8月23 日沐)午後O時15 分～45 分

会場…市役所1階通路
内容…彦坂真一郎さん（サクソフォーン）、遠　 圭子さ

ん（ピア刀 による「美女と野獣」ほかを演奏
χ

χ
｀

費用…無料　　　　　　　　　　　　　　　

回

※生の演奏をお子さんと一緒に気軽にお楽しみくだ 礁

圖 社会教育課S366-ﾜ462

こ
と
で
あ
る
。

学
生
時
代
に
南
極
地
域
観
測
隊
夏

隊
の
記
録
映
画
「
白
い
大
陸
と
男
た

ち
」
を
見
て
感
動
。
そ
の
作
品
の
撮

影

者
で
、
そ
の
後
も
越
冬
隊
員
と
し

て
活
躍
し
た
鹿
野
賢
三
さ
ん
の
下
で

主

に
官
公

庁
か

ら
依

頼

を
受

け

た
映

画

・
ビ

デ

オ

の
撮
影

や
演

出

に
携

わ

っ
て

い
る
。
そ

の
間

、

観
測
隊
員
た
ち

が
撮
影
し

て
く

る
ビ

デ
オ
を
何

度

も
編

集
す

る

な

ど
、

映
像

を

通

し
て

南
極

を

二

十
年

問
見
続

け
て

き

た
。

「
こ

こ
数
年

間

、
本
当

の
南

極

を

見

て
み

た

い
と

い
う

思

い

が
強
ま

っ

て

い
た

の
で

、

い
い

タ
イ

ミ

ン

グ
で

チ

ャ
ン

ス

が
巡

っ
て

き

ま
し

た
」
と

田

中

さ
ん
。

◇

情
報

通
信

機
器

メ

ー
カ

ー
の
社
員

７
月
1
9日
に
行
わ
れ
た
第
十
七
回

シ
テ

ィ
ー

こ
弖
一
コ
ン
サ
ー
ト

で
あ
る
田
村
さ
ん
は
、
人
工
衛
星
か

ら
の

デ
ー
タ
を
受
け
る
多
目
的

デ
ー

タ
受
信
設
備
と
直
径
十
一
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
大
型
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
自
社

製
品

の
運
用
サ
ポ
ー
ト
と
保
守
点

検

が
昭
和
基
地
で
の
任
務
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
職
場
で
は
、
主
に
フ
ァ
ク
ス

な
ど
の
保
守
点

検
・
修
理
な
ど
を
行

っ
て
い
た
。
畑
違
い
の
仕
事
で
は
あ

っ
た
が
、
視
野
を
広
げ
る
機
会
が
あ

れ
ば
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

夏の昭和基地（写真提供= 国立極地研究所）

た
い
と
思

っ
て
い
た

田
村
さ
ん
は
、
南
極

派
遣
の
社
内
公
募
に

挑
戦
。
熱
意
が
認
め

ら
れ
て
、
社
内
で
一

年
間
の
訓
練
を
受
け

参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

◇

隊
員
に
選
ば
れ
た

経
緯
や
任
務
は
違
う

二
人
で
あ
る
が
、
南

極
に
賭
け
る
熱
い
思
い
は
変
わ
ら
な

い
。田

中
さ
ん
は
、「
人
が
住
め
な
い

ほ
ど
寒
い
所
に
出
向
き
、
地
球
の
た

め
、
人
類
の
た
め
に
研
究
・
観
測
に

打
ち
込
む
隊
員
た
ち
の
姿
を
あ
り
の

ま
ま
に
表
現
し
た
い
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
、
自
分
も
大
き
く
な
っ
た

ら

や

っ
て
み

た

い
な
と
思

っ
て

も
ら

え

る

よ

う

な
作

品

を
目

指
し

た

い
」

と

抱
負

を
語

る
。

田
村
さ
ん
は
、
「
私
が
任
さ
れ
て
い

る
機
器

は
、

オ

ー
ロ
ラ

・
地
球

・
電

波

星

等
の
観
測

に
欠

か
せ
な

い
も
の
。

未

知

の
世

界

の
仕

事

に
飛

び
込

み

、

た
っ
た

一
年

間
の
勉

強

の
み
で

重
大

な
仕
事

を
任

さ
れ

て

い
る
の
で

、
迷

惑
を

掛
け

な

い
よ
う

に

、
自
信

を
持

っ
て
頑

張

る
し
か

な

い
」

と
熱

く
語

る
。

生
後
十

一
ヵ
月

に

な
る
娘

の
名

前

は

「
み

な

み
」
。
南

極

に

賭

け

る

意
気
込
み
も
名
前
に
込
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

◇

「
帰

国
後

は
、
機

会

が
あ

れ

ば
、
地
元

の
小

学
校

等
で
南

極
で

の
経

験
を

話
し

、
子
ど

も
た

ち
に

夢
を
与
え

ら

れ

れ

ば
」

と
二

人

の
夢

は
果

て
し

な
く

広

が
る
。

戻

っ
て

来
る

の
は

、

再

来
年

の
３

月

。
厳
し

い
環

境

に
負

け

ず
に
頑

張

っ
て

き
て
ほ
し

い
と

願
う
と
と
も
に
、
責
務

を
果

た
し

、
充
実

感

あ

ふ

れ
る
姿

を
見
せ

て

い

た

だ
け

れ
ば
と
思

っ
た
。

″
禁

擘

芸
【
戸
忿
糜
を
享
ぞ
う
】

日
時
…
８
月
2
4日
困
・
2
5日
蚩
・
2
9日

前
９
時
3
0分
～
正
午

会
場
上
戸
定
邸
庭
園
（
戸
定
邸
五剛
集（

９

き

に
巷

開
・
旻

菠

い
に

咄

写
具
撮
影
で
き
ま
す
（
写
生
も
可
）
。

対
象
・：
小
・
中
学
生
へ
保
溲
者
同
伴
も
叮
）

寉

貝
…
各
日

先

着
四

十

人

（
要

予

約

）

費
用

…
無

料

※
８
月
2
4
日

困

・

一`
日

㈹
は
、

ガ

イ

ド
ツ

ア
ー

が
あ
り
ま

す
。

※
三
脚

・
イ

ー

ゼ
ル
は
不
可

。
（

イ
ヒ

ー
ル

は
ご
籏

原
ぐ
だ

さ
い
。

匣

電
話
で

戸
定
歴

史
館

容
3
6
2
・
2

0
5
0

へ
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田村芳隆さん　田中敬子さん

夏
休
み
親
子
消
費
者
教
室

食
品
の
着
色
料
を
調
べ
て
み
よ
う
！

昨
年
の
親
子
消

費
者
教
室

から

日
時
：
８
月
2
9日
㈹
午

前
1
0時
～
正
午

会
場
：
市

民
会
館

内
容
…
ジ
ュ
ー
ス
等
の

着
色
料
を
簡
易
実
験
で

調
べ
る

講
師
…
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
栄
養
学
教
授
・

植
木
幸
英
氏

対
象
…
市
内
の
小
学
四

～
六
年
生
の
親
子

窖

貝
…
先
着
二
十
組

費
用
…
無
料

電
話
で
消
費
生
活
課

3
6
6
・
７
３
２
９
へ

森のホール21救急医療体制

会場…森のホール21 大ホール

期　日 内　　容 料　金

8/ 6(日)

午後5時

★

カリビアン・マジック・スティール・ドラム・

オーケストラwith レネゲイズ

カリプソからポップス、果てはクラシックまで、

多彩な音楽とリズムの世界

全席指定

∠k000円

◆高校生以下

2,000円

9/21W

午後6時30分

～ダリエンソ生誕100 周年記念～

｢ファン・ダリエンソ楽団｣

“電撃のリズム" でタンゴ界に革命をもたらし た

《ファン・ダリエンソ》

Ｓ席　6,000 円

Ａ席　5,000 円

Ｂ席　3,500 円

10/14t±)

午後6時30分

A  Tribute to　　　　　　　　　　　　　 匸

ペニー・グッドマン・オーケストラ　　　ノ

by エイブ・モスト・スイングオーケストラ

シンゲ・ジンク・シンゲ、レ ッツ・ダンスほか 、

Ｓ席　5.000 円

∧席　4,000 円

10/29(1日)

午後5時

★

ネイ サン ・デ イピ ス　 ジ ャ ズ ・コンサ ート……1,､｀'゙ 2`JI-.

ジ ャズ界 の巨 匠 、ネ イ サン ・デイ ビス再 来 日決定 よ

迫力 のセ ッショ ン　　　　　　　　 ．･ …
…
…千……　

…lﾝ

匸、≒.E I,ｸﾞ

全席 指定

……二、 ∠1,000円

◆ 学 生 印00 円

こぐ` .’､` ’

★印には託児サービス（有料・要予約）があります

詳細はお問い合わせください。◆印は森のホールチケットセンターのみの取り扱い。

応 募 資 格 … ① 将 来 の 演 奏 家 を 目 指 し て 、器 楽 （ピ

アノを含む）・声楽を練習中で音楽大学入学程度

以上の演奏経験のある人②定例的な活動を行う

数 人 の 器 楽 合 奏 団 （ア マ チ ュ ア 可 ）

演 奏 曲 目 … 各 自 の レ パ ー ト リ ー か ら15 分 程 度 で 演

奏 で きる ク ラ シ ッ ク 音 楽 の 分 野 の 楽 曲 を 前 提 とし

ます。

参 加 費 用 … １団 体 当 り3,000 円 を 予 定 （ 演 奏 記 録

等 の 実 費 とし て ）

申し込み…希望者は8月31日木〔必着〕までに、

ハ ガ キ で 下 記 に 書 類 を 請 求 し て く だ さ い ． 所 定 の

申 込 書 と 募 集 要 綱 を お 送 り し ま す （応 募多 数 の 場

合は抽選）。

申し込み先　〒27O-2252松戸市千駄堀646の4

森 のホ ー ル21 「公 募 演 奏会 」係(384-2221)

音楽経験のある人を対象に、この演奏会のスタ

ッフ（ボランティア）を募集します。

上記と同じ要領で、森のホール21「スタッフ募

集 」 係 に お 申し 込 みく だ さ い ．

◆テレホン案内サービス

[当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

公366 －0010

平日 午後∠L時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
S365-3430

衛生会館内　午後８時～11時

ピアノ＋アンサンブル・フェスティバル

熱
い
思
い
を
胸
に

白
い
大
陸
・
南
極
に
挑
む

公演期日…11 月５日(日) チケットガイド
森のホール21　チケットセンター　384-3331

（月曜休館）

出場者募集


